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研究成果の概要（和文）：  本研究は、日本各地で生活する移民女性が複合的差別にさらされており、彼女たちの課題
解決が重要となっていることを踏まえ、移民女性が抱える課題解決に資することを目的に実施された。1980年代以降に
来日した移民女性が抱える問題と解決に必要な支援を把握し、その課題解決に重要な役割を果たす社会システムとして
、女性関連施設等を拠点にしてつながる諸関係機関・者に着目して現行の連携・協働の取組の課題分析を行った。その
結果を踏まえ、支援者・当事者の力量形成に資する参加型学習プログラムの開発を行い、地域のセーフティーネットと
しての連携協働のシステム構築を図る実証的・実践的研究を目的として行われた。

研究成果の概要（英文）： The study was conducted as empirical and practical research to contribute to solv
e the issues faced by migrant women living in Japan including the fact that they are exposed to complex di
scrimination.  Research was conducted in sending and receiving countries of migrant women regarding the is
sues faced by the women and measures taken by the national and local governments and civil society organiz
ations.  Questionnaire survey and hearing research was conducted to LGU and civil society organizations an
d women's centers in Japan regarding the situations and issues of migrant women who came to Japan after 19
80s and have been living in Japan.  Survey and hearing results were analyzed with a focus on the relations
 of organizations and individuals with a perspective on gender and women's empowerment.  Participatory lea
rning program have been developed to enhance collaboration and cooperation among different institutions an
d organizations emphasizing the empowerment of migrant women in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 
日本各地で生活する移民女性が増加して
いるが、外国人であり女性であることで複合
的差別にさらされる彼女たちの課題解決は
喫緊の課題である。日本の男女共同参画につ
いては、人権を基盤においた男女共同参画社
会基本法・男女共同参画基本計画に基本的枠
組みが規定され、各地に設置された女性関連
施設が男女共同参画を推進する地域拠点的
役割を果たしてきている。しかしこれまで移
民女性については、人身取引等の暴力被害の
対象として以外には、男女共同参画の枠組み
に明確な位置づけがなされてこなかった。 
 本研究の代表者らは、平成 17～18 年度科
学研究費補助金（基盤研究（B））「アジア太
平洋地域の人身取引問題と日本の国際貢献
―女性のエンパワーメントの視点から」およ
び平成 19～21 年度科学研究費補助金（基盤
研究（B））「人間の安全保障と人身取引―エ
ンパワーメント視点からのアプローチ」を通
じて、主に外国人女性が被害者となる人身取
引問題を取り上げて調査研究を行ってきた。
国の対策の重点が、国際的な枠組みに沿う法
整備の側面に置かれており、犯罪の取り締ま
りや摘発は一定程度進んできたものの、被害
女性の視点に立った救済や保護の面では抜
本的な対策を模索するための堅固な基礎デ
ータが欠けていることから、人身取引の被害
の防止を目的として、送出国および受入国に
おける人身取引被害の防止に向けた、人身取
引の被害女性やその家族、国内外の関係機関
に対するインタビュー調査を行い、データの
詳細分析および防止に向けたプログラム開
発を行ってきた。 
 「人身取引問題」の多くは、国境を越えた
女性の移住が増加する中で起きており、人身
取引対策が進められるとともに、問題が水面
下に移行していることが課題となっている。
この問題を解決していくには、安全な移住策
の確保、移住女性たちが抱えている問題や課
題を解決していく環境が作られる必要があ
る。外国人女性を男女共同参画の枠組みの中
でも人身取引などの暴力の被害当事者とし
てではなくしっかりと位置付けていく必要
がある。 
 
２．研究の目的 

 
本研究はこのような状況を踏まえて、移民
女性が抱える課題解決に資するために、（1）
1980 年代以降に来日、定住している移民女
性が抱える、女性の人権に関わる問題と解決
に必要な支援を把握し、（2）その課題解決に
重要な役割を果たす社会システムとして、女
性関連施設を拠点にしてつながる諸関係機
関・者に着目して現行の連携・協働の取組の
課題分析を行い、（3）その結果を踏まえ、支
援者・当事者の力量形成に資する参加型学習
プログラムの開発を行い、地域のセーフティ

ーネットとしての連携・協働のシステム構築
を図る実証的・実践的研究を目的として行わ
れた。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、主に 1980 年代以降に途上国か
ら来日した移民女性を対象とした支援の枠
組みについて、下記５点を研究課題として、
計画を実施した。 
(1) 移民女性・自助グループの実態とニー
ズﾞ、支援団体の支援実態に関する研究 
民間支援団体等の支援を受けて生活して
いる移民女性や自助グループの実態とニー
ズ、支援団体の支援実態を明らかにして、ジ
ェンダーの視点で分析・考察する。①移民女
性や自助グループが支援にアクセスした経
緯、受けた支援内容、必要としている支援等
について聞取調査を行い、女性たちが日本で
直面している問題についてジェンダー視点
で把握・分析する。②移民女性に直接支援を
行う団体について、その活動内容や、日本の
女性団体や女性関連施設とのつながり、関係
機関との連携の有無についての調査を行い、
団体が移民女性の「支援ニーズ」をどのよう
に汲み上げ、それに対する支援をどう構築し
ているか分析する。 
(2) 公的機関の相談体制に関する研究 
公的機関・団体に対して、①現行施策と制
度、相談窓口体制、サービス内容、担当者研
修、相談内容、必要とされている支援、連携
先機関・連携状況、サービス提供を行う際の
課題について質問紙調査を実施し、その結果
を分析する。②特に、積極的な取組を行って
いる自治体・団体の担当者に対する聞取調査
を行い、「１で明らかにされた支援ニーズ」
に対する対応を明らかにする。移民女性のニ
ーズが現行のシステムでどのように捉えら
れ、それに対する支援が公的諸機関ではどの
ように行われているかについて、実証的に研
究・分析する。 
(3) 地域のセーフティーネットの役割を担
う民間団体、女性団体に関する研究 
 支援のための連携・協働を強化し、支援者
の専門的力量形成を図るプログラムを開発
するための調査として、公的機関の取組およ
び支援団体の取組が活発な地域を選び、事例
研究を行う。 
(4)上記の研究課題に関わる海外調査研究
（米国、オーストラリア、韓国、フィリピン
タイ） 
①移民・難民を早くから受け入れている米
国、オーストラリア、②アジアでは受入国に
位置付けられる韓国、③送出国であるフィリ
ピン、④メコン地域の公的機関および民間支
援団体を対象に、移民女性に対する支援制度
や支援内容の実態や課題、支援者や当事者を
対象に行われている学習プログラムについ
て、資料収集、文献・聞取調査を行い、外国
の取組実態を分析する。 



(5)移民女性の支援に関わる学習プログラム
開発に関する実践的研究 
以上の検討・分析に基づき、①移民女性が地
域で抱える課題解決のために関係機関・団体
の連携・協働を促進し、セーフティーネット
の構築を支援するプログラム、②外国人相
談・支援担当者に対するジェンダー視点プロ
グラム、③当事者である移民女性のエンパワ
ーメントを目的とした、受入国と送出国の機
関が共同して行う試験的プログラムの3種類
の学習プログラムについて検討、開発、国内
外の関係機関と連携して実験的なプログラ
ムを実施、その効果を検討・評価する。 
 
４．研究成果 
 本調査研究の成果は次の通りである。 
（1）移民女性の受入れの取組について米国、
韓国、オーストラリアにおける自治体及び民
間団体を対象にヒアリング調査を実施した。
送出国の現状と課題については、メコン地域
及びフィリピンにおける政府、自治体、民間
支援団体等を対象にヒアリングを実施した。
その成果は、「米国・日本・韓国・フィリピ
ンの女性リーダーの学際的知的交流プログ
ラムー女性の移動、人身取引と女性の人権―
報告書」、「フィリピンにおける人の移住に関
する世界社会フォーラム及び調査研究報告
書」をまとめるとともに、論文を寄稿した。 
（2）国内自治体の外国人女性に関わる取組
について質問紙調査を実施するとともに、自
治体及び外国人女性が活動するグループを
含む民間支援団体に対してヒアリング調査
を実施した。 
（3）以上を踏まえ、地域のセーフティーネ
ットとしての連携・協働を促進するプログラ
ム開発の一環として、相談業務を行う在住外
国人支援者を対象とした研修および自治体
の男女共同参画部局と国際関係部局、男女共
同参画/女性センターや外国人当事者を含む
民間団体等の連携・協働を促進するプログラ
ムの企画を検討・実施し、その成果を報告書
にまとめた。また、受入国と送出国機関が共
同して行うプログラムとして、世界社会フォ
ーラムにおけるワークショップを開催する
とともに、メコン地域の行政官を対象にした
研修の企画を行った。 
（4）国内外へのインパクトとしては、世界
社会フォーラムにおけるワークショップの
開催や国際研修の企画・実施を通じ、受入国
と送出国相互の関係者が意見交換を行う機
会の確保が課題解決に向けた取組につなが
ること、移住女性当事者のエンパワーメント
や参画機会の確保が問題解決に向けた課題
の明確化や支援につながることを確認した。
また、国内の関係機関の連携・促進を図るプ
ログラムを開発・試行した成果は会館ホーム
ページ等を通じて全国の自治体や関係団体
に提供していく。 
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